
平成２９年度新たな加工食品の原料原産地表示制度に係
る消費者の理解度に関する調査並びに食品表示制度の消

費者への普及・啓発事業の概要

平成３０年６月

消費者庁

（資料２－３）



事業内容

１

○ 消費者への普及・啓発事業

 新たな加工食品の原料原産地表示制度について、消費者（実際に食品を購入する頻度が高

く、また、それぞれの地域で情報発信力の高い主婦層）を対象とした食品表示制度セミ

ナーを実施。

 具体的には新たな加工食品の原料原産地表示制度に関する講義及び質疑応答、意見交換を
全国３か所で実施（120分／１回、１会場当たり約35名）。

○ 新たな加工食品の原料原産地表示制度に係る消費者の理解度調査

 新たな加工食品の原料原産地表示制度に対する消費者の理解度調査（選択肢（４択）で全

７問）を作成。

 理解度調査については、上記セミナーの冒頭及び講義後の２回実施し、講義前後の理解度

を調査。



新たな加工食品の原料原産地表示制度の理解度①

２

○ 新たな加工食品の原料原産地表示制度の対象となる「加工食品」について、
あなたが正しいと思うものを１つ選んでください。

1. 特定の原産地の原材料を使用している加工食品

2. 輸入品を除く全ての加工食品

3. 食品表示基準別表第15の１～６に定められた食品

4. 生鮮食品を主な原材料とする加工食品
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新たな加工食品の原料原産地表示制度の理解度②

３

○ 新たな加工食品の原料原産地表示制度の対象となる「原材料」について、
あなたが正しいと思うものを１つ選んでください。

1. 原材料に占める重量割合上位１位の原材料のみ

2. 原材料に占める重量割合上位３位までの全ての原材料

3. 産地によって品質に差異のある原材料

4. 原材料に使用されている全ての生鮮食品

講義前 講義後
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新たな加工食品の原料原産地表示制度の理解度③

４

○ 一番多く含まれる原材料が加工食品だった場合はその「製造地」が表示さ
れます。以下の表示の説明としてあなたが正しいと思うものを１つ選んで
ください。

【補足説明】

• チョコレートはＡ国で製造されている。

• チョコレートの原材料で最も多く使われている「カカオ豆」はＢ国産のものである。

1. チョコレートの後の（〇〇）には、「Ａ国産」と表示される

2. チョコレートの後の（〇〇）には、「Ｂ国産」と表示される

3. チョコレートの後の（〇〇）には、「Ａ国加工」と表示される

4. チョコレートの後の（〇〇）には、「Ａ国製造」と表示される

講義前 講義後

名 称： チョコレートケーキ

原 材 料 名 ： チョコレート（○○）、小麦粉、・・・
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新たな加工食品の原料原産地表示制度の理解度④

５

○ 以下のとおり表示されている場合、豚肉に使用されている可能性のある原産地の組
合せについて、あなたが正しいと思うものを１つ選んでください。

1. Ａ国の豚肉と国産の豚肉のどちらが多いかは不明だが、「Ａ国と国産の両方の豚肉が必ず使用されて

いる」の１パターン

2. 「Ａ国の豚肉のみ使用」、「国産の豚肉のみ使用」の２パターンのいずれか

3. 「使用量の多い順にＡ国、国産の順」、「使用量の多い順に国産、Ａ国の順」、「Ａ国の豚肉のみ使

用」、「国産の豚肉のみ使用」の４パターンのいずれか

4. Ａ国、国産以外に記載されていないＢ国の豚肉が使用されている可能性もある

講義前 講義後

名 称： ウインナーソーセージ

原 材 料 名 ： 豚肉、豚脂肪、たん白加水分解物、・・・

原料原産地名： Ａ国又は国産（豚肉）

※豚肉の産地は、平成29年の使用実績順
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新たな加工食品の原料原産地表示制度の理解度⑤

６

○ 以下のとおり表示されている場合、「又は表示」に添えられた説明、「※豚肉の産
地は、平成２９年の使用実績順」の説明について、あなたが正しいと思うものを１
つ選んでください。

1. 平成29年の使用実績では、Ａ国の豚肉が国産の豚肉よりも多く使用されていた

2. 平成29年の使用実績では、国産の豚肉がＡ国の豚肉よりも多く使用されていた

3. 平成29年の使用実績では、Ａ国の豚肉か、Ｂ国の豚肉が使用されていたが、どちらの豚肉が多く使用

されていたかは分からない

4. 平成29年の使用実績であり、現在の製品では、Ａ国又は国産の豚肉が使用されているわけではない

講義前 講義後

名 称： ウインナーソーセージ

原 材 料 名 ： 豚肉、豚脂肪、たん白加水分解物、・・・

原料原産地名： Ａ国又は国産（豚肉）

※豚肉の産地は、平成29年の使用実績順
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新たな加工食品の原料原産地表示制度の理解度⑥

７

○ 「大括り表示」＋「又は表示」で以下のとおり表示されている場合の説明について、
あなたが正しいと思うものを１つ選んでください。

1. 「国産又は輸入」なので、国産か外国産豚肉のどちらか一方が使用されている

2. 「国産又は輸入」なので、国産の豚肉の方が外国産豚肉より多く使われている

3. 「国産又は輸入」と記載されているが、国産の豚肉と外国産豚肉のどちらが多いかは不明だが、国産

と外国産の両方の豚肉が必ず使用されている

4. 「国産又は輸入」と記載されているが、国産の豚肉が使用されていない場合がある

講義前 講義後

名 称： ウインナーソーセージ

原材料名： 豚肉（国産又は輸入）、豚脂肪、たん白加水分解物、・・・

※豚肉の産地は、平成29年の使用実績順
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新たな加工食品の原料原産地表示制度の理解度⑦

８

○ 新たな加工食品の原料原産地表示制度に基づく表示への猶予期間（経過措
置期間）について、あなたが正しいと思うものを１つ選んでください。

1. 平成32年（2020年）３月31日まで

2. 平成33年（2021年）３月31日まで

3. 平成34年（2022年）３月31日まで

4. 平成35年（2023年）３月31日まで

講義前 講義後
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